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課題番号：1434

（１）実施機関名：

東京大学地震研究所

（２）研究課題（または観測項目）名：

干渉合成開口レーダー解析の高度化

（３）最も関連の深い建議の項目：

3. 新たな観測技術の開発

（2）宇宙技術等の利用の高度化

ア．宇宙測地技術

（４）その他関連する建議の項目：

（５）本課題の５か年の到達目標：

　通常の Stripmapモードによる干渉 SARの解析については，ある意味でルーチンワークになりつつあ

る．しかし，（７）に述べるような諸課題が放置されており，これらを解決して干渉合成開口レーダー

解析の高度化を図る。これによって可能となる高空間解像度での微小地殻変動検出を通じて、ひずみ

蓄積や火山噴火準備過程に関する研究に貢献する。

（６）本課題の５か年計画の概要：

　年度ごとの研究計画を立てることは、問題の性質上困難であり、以下の課題１～４に 5年間、一体

として取り組む。

（課題 1）大気遅延/電離層遅延ノイズは依然として除去が困難である．現時点では,スタッキングとい

う対症療法が限定的な効果を示すのみであり、いまだに決定的な解決には至っていない。

（課題 2）ScanSARモード同士、或は、ScanSARと通常の Stripmapモードによる干渉 SARの解析手法

が未確立。従来は困難だった海溝型巨大地震に伴う地殻変動や数百 kmの空間スケールを持つ経年的

な地殻変動シグナルの検出をするためには、技術の確立を急ぐ必要がある。

（課題 3）植生に覆われた地域では C-bandなどの短波長データは殆ど利用されておらず、長期にわたっ

て蓄積されたデータが有効に活用されていない。

（課題 4）PS-InSAR手法の簡易化、L-bandの ALOSやその後継機データ、GPSデータとの高次処理レ

ベルでの有効的組み合わせ

（７）平成 24年度成果の概要：
　SAR干渉解析におけるノイズ源の一つである大気遅延によるものがある．その影響を除去するため

に，Kinoshita et al. (2013)は従来行われている，地形に相関する信号を除去する手法と，数値気象モ

デルを用いて大気遅延に由来する信号を除去する手法を比較した．その結果，現状の数値気象モデル

では，地形に相関する信号を除去するのとせいぜい同程度にしか大気遅延由来の信号を除去できない

ことが明らかになった．このことは，SAR干渉解析における大気遅延由来信号の除去の難しさを示し

ていると共に，大気遅延由来信号の除去のためにはより洗練された数値気象モデルが必要であること

を示している．

　内陸の大地震発生時などには干渉解析が不可能なほどの大変位が観測されることがあるが，ピクセ

ルオフセット法等の解析手法によりそのような大変動も精度よく観測されることが近年示されている．



本年度はこの手法についての洗練も進み，主に氷河の流動に応用された．同様の手法は地震や火山活

動に伴う変動にも応用し得る．
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（９）平成 25年度実施計画の概要：
　引き続き、研究計画に従って研究を推進する。来年度は ALOS-2の打ち上げがあるが，ALOS-2の

データにも電離圏・大気遅延に由来する信号を含むので，これらの信号，とりわけ本年度あまり進展

のなかった電離圏由来の信号の除去に関する手法開発に取り組む．
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